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冒
と
切
る
も
の
、
家
弐
文
明
こ
年
と
切
る
も
の
、
叉
加
一
イ
ヘ
ヒ
ロ
家
魔
加
賀
の
万
工
。
古
万
期
で
は

ミ
州
藤
原
朝
臣
家
弐
と
切
っ
て
長
事
比
と
認
.
め
ら
れ
る
一
加
州
住
家
庭
と
切
っ
た
永
織
比
の
も
の
が
あ
る
。
新

一
も
の
が
あ
り
、
同
銘
三
代
と
言
は
れ
、
遁
穂
は
格
監
。
一
刀
期
の
家
鹿
は
初
代
家
忠
の
門
人
で
、
承
邸
三
年
前

J
そ
の
初
代
は
岡
永
の
子
と
健
へ
ら
れ
る
。
此
等
は
能
一
回
利
常
が
越
中
瑞
龍
寺
に
寄
逃
し
た
こ
十
二
万
中

奨
村
の
橋
爪
に
住
ん
で
民
た
の
で
、
世
に
そ
の
作
を
一
に
、
加
州
佐
藤
原
家
蹟
と
切
っ
た
も
の
が
あ
る
。

橋
爪
物
と
い
ふ
。
新
万
期
に
入
っ
て
太
郎
左
衛
門
家
一
イ
へ
ヒ
ロ
家
弘
加
賀
の
万
工
。
初
代
吉
兵
衛

次
、
寛
永
均
の
家
次
、
貞
享
比
の
家
次
が
相
織
ぐ
。
一
闘
卒
の
子
。
遁
稽
吉
右
衛
門
。
後
に
こ
代
凶
平
と
取

前
回
利
常
が
承
隠
三
年
越
中
瑞
能
寺
に
納
め
た
こ
十
一
銘
し
、
鍵
府
八
年
に
袈
し
た
。

二
刀
中
に
賀
州
住
家
次
と
あ
る
も
の
は
、
寛
永
比
の
一
イ
ヘ
マ
ザ
家
政
加
賀
の
刀
工
。
そ
の
加
州
住

家

次

で

あ

ら

う

。

一

藤

原

家

政

邸

永

八

年

と

切

る

も

の

は

家

次

の

子

で

あ

イ
へ
ト
シ
家
俊
加
賀
の
刀
工
。
加
州
住
家
俊
一
・
り
、
叉
家
政
作
文
明
二
年
と
切
る
も
の
、
家
政
天
文

作

と

切

る

も

隠

永

比

の

入

。

一

廿

二

年

と

切

る

も

の

は

各

別

人

で

あ

る

。

イ
《
ナ
ガ
.
家
長
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
人
家
一
イ
へ
マ
ザ
家
正
加
賀
の
万
工
。
三
州
鍛
冶
系

長
と
切
る
。
文
明
比
の
人
。
一
固
に
擦
れ
ば
、
初
代
は
亭
除
頃
江
納
部
政
地
住
、
二

イ
へ
ナ
ガ
家
釆
加
賀
の
万
工
。
加
州
家
永
明
一
代
は
弘
治
頃
と
す
る
が
、
現
に
作
品
の
存
す
る
者
少

隠
二
年
と
切
っ
た
も
の
が
あ
る
。
叉
加
州
佐
藤
原
家
一
〈
、
そ
の
代
別
脅
断
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

永

と

切

っ

た

も

の

も

あ

る

。

一

る

。

叉

万

工

飽

賢

に

加

州

千

代

鶴

家

正

元

勉

二

年

と

イ
へ
ナ
リ
家
成
加
賀
の
万
工
。
古
万
期
の
家
一
す
る
も
の
は
別
人
で
あ
る
。

成
は
家
成
と
切
る
。
臨
永
胞
の
人
。
新
万
紀
の
家
成
一
イ
ヘ
ミ
マ
ヒ
家
見
舞
一
加
。
鈍
永
三
年
二
周

も
亦
家
成
と
切
る
o
遁
穏
を
六
右
衛
門
と
い
ひ
、
貞
一
五
日
金
揮
の
火
災
に
、
牧
叢
・
北
枝
の
家
が
額
焼
に

享

比

と

い

は

れ

る

。

一

躍

っ

た

を

見

舞

は

ん

錦

、

小

松

迷

中

が

各

家

具

に

お

イ
へ
ノ
プ
屋
信
加
賀
の
万
工
o
加
州
屋
信
と
一
せ
た
句
を
作
っ
て
贈
り
、
叉
秋
の
坊
等
は
家
持
十
朗

切
る
。
臨
永
後
の
人
0

.

一
と
し
て
燕
・
舗
な
ど
の
句
を
以
て
新
築
そ
祝
っ
た
趣

イ
へ
ノ
プ
家
信
加
賀
の
万
工
。
加
州
佐
藤
原
一
向
で
あ
る
。
悶
年
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
。
こ
の
替
は
支

家
信
と
切
る
。
永
線
路
の
人
。
一
考
の
後
援
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
井

イ
へ
ヒ
-
7

家
卒
加
賀
の
刀
工
。
初
代
家
卒
は
一
筒
屋
番
目
に
著
者
を
支
考
と
し
て
腐
る
。

二
代
吉
兵
衛
家
忠
の
子
。
遁
稽
四
郎
兵
衛
。
賀
州
佳
一
イ
へ
号
日
家
盛
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
棟
原

藤
原
家
卒
寛
文
七
年
・
寛
文
十
一
年
・
涯
賃
九
年
な
一
家
康
と
切
る
。
天
文
胞
の
入
。

ど
L
切
っ
た
も
の
が
あ
b
、
天
和
三
年
に
夜
し
た
。
一
イ
へ
ヨ
シ
家
吉
加
賀
の
刀
工
。
古
万
期
に
あ

二
代
家
平
は
遺
構
吉
兵
衛
、
賀
州
住
照
原
家
平
元
機
一
っ
て
家
音
叉
は
加
州
藤
原
家
苦
と
切
る
も
の
は
、
臨

十
一
年
二
周
・
賀
永
二
年
二
周
な
ど
L
切
b
、
初
代
一
永
以
後
数
人
あ
る
。
新
万
期
に
在
っ
て
加
州
佐
藤
原

に
施
し
て
著
し
く
太
銘
で
あ
る
。

E
徳
年
中
闘
平
と
一
家
音
叉
は
加
州
住
家
吉
と
切
る
も
の
は
、
能
楽
部
能

改
銘
し
、
事
保
十
七
年
二
周
廿
五
日
夜
し
た
。
美
村
の
住
で
、
太
郎
左
衛
門
家
次
の
二
子
、
寛
永
路

イ
ヘ
l

イ
マ

の
人
で
あ
る
。
承
邸
三
年
前
回
利
常
が
越
中
端
組
寺
一
は
越
中
今
石
動
域
に
鎖
し
た
が
、
鍵
程
な
〈
木
品
開
城
-

に
窃
逃
し
た
こ
十
二
刀
中
に
加
州
住
際
原
家
吉
と
あ
一
に
移
。
、
子
叉
次
郎
利
秀
之
に
代
り
、
利
秀
の
支
稼
ニ
雪

る

も

の

も

之

に

同

じ

い

。

一

年

夜

後

は

篠

島

織

部

請

了

が

城

代

と

な

っ

た

。

清

了

イ
へ
ヨ
シ
家
義
加
賀
の
万
工
。
家
義
と
切
一
元
利
元
年
波
し
、
子
製
前
清
政
代
り
、
藤
城
後
も
こ

る
o
古
万
期
の
家
吉
中
の
一
人
に
同
じ
い
と
い
は
れ
一
の
地
に
在
っ
て
、
そ
の
子
製
前
清
長
、
そ
の
子
関
前

る

。

清

次

が

繕

ぎ

、

そ

の

子

主

馬

清

英

に

歪

っ

て

初

め

て

今
石
動
氷
見
城
端
支
配
と
な
っ
た
。
貸
永
七
年
清
英

夜
し
、
子
七
郎
定
清
幼
に
し
て
金
揮
に
蹄
り
、
流
用

十
九
日
盟
川
安
左
衛
門
久
貞
が
之
に
命
ぜ
ら
れ
、
役

料
二
百
石
を
賜
ひ
、
奥
カ
五
人
・
足
縄
三
十
二
人
内

小
頭
二
人
御
預
、
手
替
三
人
・
小
者
三
人
は
自
分
に

下
さ
れ
た
。
こ
れ
後
世
の
栴
で
あ
る
。
寛
保
二
年
三

思
廿
七
日
富
田
次
太
夫
貞
武
が
人
持
か
ら
之
に
任
ぜ

ら
れ
、
爾
後
人
持
・
頭
分
入
交
る
こ
と
L
な
っ
た
。

包
し
人
持
の
場
合
は
役
料
を
奥
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ
マ
イ
チ
今
市
石
川
郡
石
浦
庄
に
あ
っ
た
村

の
一
つ
で
あ
り
、
後
に
金
揮
に
入
っ
た
。
慶
長
の

.b

浦
七
ヶ
村
氏
子
漣
判
朕
に
、
今
市
村
卒
左
衛
門
と
あ

り
、
寛
永
八
年
石
浦
山
王
祉
氏
子
地
固
に
、
今
市
村

を
西
町
遜
に
記
載
し
、
明
和
二
年
慈
光
院
上
申
訴
に

は
、
『
今
市
村
は
只
今
の
近
江
町
に
有
之
慮
、
誕
榔
之

陶
申
傍
』
と
あ
る
。
金
棒
古
蹟
志
に
い
ふ
。
昔
今
町
・

新
町
の
地
遜
に
、
久
保
市
と
い
ふ
市
場
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
近
江
町
に
更
に
市
場
が
建
っ
た
か
ら
之
を

今
市
と
稽
し
、
塗
に
一
村
落
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら

号
。
今
此
の
地
に
魚
市
を
立
て
、
背
草
辻
に
背
物
市

を
立
て
る
の
も
、
古
へ
今
市
村
の
あ
っ
た
頃
の
名
様

で
あ
る
ま
い
か
と
。

イ
マ
イ
ヅ
ミ
今
泉
河
北
郡
五
ケ
庄
に
鴎
す
る

郎
帯
。イ

マ
Z

今
江
能
美
郡
粟
・
樟
郷
に
属
す
る
部

落
。
岡
地
願
勝
寺
に
穣
す
る
蓮
如
上
人
鎗
像
の
殴
長

十
七
年
五
周
の
裏
書
に
、
加
州
能
美
郡
栗
・
樟
保
内
今

イ
へ
ヨ
シ
家
善
加
賀
の
万
工
。
家
替
と
切

る
o
w地
支
比
の
人
と
い
は
れ
右
。

イ
ポ
イ
ケ
涜
池
鹿
島
郡
町
屋
に
在
る
泊
。
能

積
名
跡
志
に
、
町
農
村
に
助
八
の
持
宮
住
吉
明
紳
の

詩
ひ
の
節
池
が
あ
り
、
こ
の
池
の
石
で
窃
を
す
れ
ば

速
か
に
wm
つ
る
と
あ
る
。

イ
ホ
リ
庵
鹿
島
郡
大
呑
郷
(
叉
は
北
三
郷
内

施
中
山
郷
ν
に
臨
す
る
部
帯
。
附
涯
の
清
水
.
平
・
柑
子

山
・
小
栗
・
棋
山
・
外
林
の
五
ヶ
村
は
、
元
と
庵
の
枝
村

で
あ
っ
た
。

イ
ホ
リ
ナ
カ
ヤ
マ
ゴ
ウ
庭
中
山
郷
鹿
島
郡
大

君
郷
な
る
庖
・
江
泊
・
大
野
木
三
村
を
、
加
賀
滞
で
は

北
三
郷
内
路
中
山
郷
と
い
ろ
た
。

イ
マ
今
河
北
部
鞍
用
庄
に
臨
す
る
部
務
。

イ
マ
イ
ス
ル
ギ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
今
右
動
の
戟
末

森
の
戦
役
以
後
前
回
・
佐
々
二
氏
は
常
に
閥
境
に
崩
事

う
た
が
、
実
正
十
三
年
四
用
成
政
は
供
利
伽
織
の
迭

に
保
つ
べ
か
ら
ざ
る
を
鼠
っ
て
守
兵
を
徹
し
た
。
図

っ
て
利
家
は
近
藤
長
臆
・
岡
島
一
吉
・
平
野
五
郎
右
衛

門
を
倶
利
伽
緩
に
置
き
、
叉
前
回
努
繕
を
越
中
今
石

動
に
城
き
て
鴎
ら
し
め
た
。
五
周
成
政
の
将
佐
々
平

左
衛
門
・
前
野
小
兵
衛
が
今
石
励
を
襲
ろ
た
が
、
前

回
秀
躍
は
そ
の
子
利
秀
と
共
に
能
く
拒
ぎ
、
倶
利
伽

羅
の
兵
も
亦
来
援
し
た
か
ら
、
迭
に
敵
や
・
礁
返
す
る

こ
と
を
得
た
。

イ
マ
イ
ス
ル
ギ
ヒ
ミ
ジ
ヨ
ウ
ガ
ハ
ナ
シ
ハ
イ
今

右
動
氷
見
城
端
支
配
天
正
十
三
年
前
回
右
近
秀
鱒

圃』
J、
-


